










特殊 な"S+V+0"構文 にお ける
目的語 お よびその修飾語 の機能につ いて
河 上 誓二 作
Wehadagoodtimeonthehill.‐(1)
Wehadagoodhouseonthehill.‐(2)
これらの文 章は,外 見上何ら遣いはないかに見え る.し か し,② で は,
goodがな くて も文 章が成 立す るのに対 し,(1)では・goodが なければ成
立 しない.こ の差 異を明確 に し,(1)の文 章の特徴 を体 系づけ るのが,小 論
の具体的な テーマで ある.
1.単m詞 の心理構造 とそのDirectObjectとの関係
一語 で完成 した動作概 念 を表 わ し得 る動 詞 を 「単 一 動 詞」(Single
FormVerb)と名づ ける と,こ の単m詞 の表 わす動作概念 がわれわれの
心理状態において どの ような構造 をな して存在 してい るかを分析 し,便 宜
上,一 種の モデル構造 として形式 化 した ものを,単m詞 の 「心 理構 造」
(PsychologicalStructure略してPS)と 名づけ るとすれば,例 えば,
"rise"の心理構造 は,次 のように表 わされ得 る.






さて,riseに代表 されるこの種の動詞は,動 作主以外の事物 と何 らの
関係もな く成立する動作に対 して名づけられた動詞(従 来の自動詞)で あ
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る。 とこ ろが,例 えばputな どのよ うに,い つ も動作主以外の ある物 と
・の関係 として把 えられた動詞(従 来の他動詞)に おいては,心 理構造 は,
Ido+putting(x)亅のよ うに,特 殊化 されてい ない 目的語 の クラス を
具体的 動作 内容 の中 に含 んでいて,(x)が 特殊 化 されては じめてこの動






この よ うに,心 理 構造 は,)dohとい う漢然 と した動詞要 素と,具 体的
な動作 内容 を伝 達す る名詞要素(「～す るこ と」とい う動作の意味単位で,
以後Semantemeと呼 び,「もの」の意味単 位 と区別す る)と からなる と言
えるが,後 者は,前 者 の動詞要素 から見れば 目的語の 関係 にあ り,叉,動 詞
の 内部構造 にある とこ ろから,以 後InternalObject(10)④と名 づける。
夂,こ の10に は,目 的語 の クラスを含む場合 と含 まぬ場合 とが あ り,含
む場合 には,(x)か ら特殊化 され た要素が直接 目的語 として外 部構 造に
現 われ る.こ の特 殊化 され た直接 目的語 を,以 後,ExternalObject(EO)
と名づけ る・
II.特 殊 な"S+V+0"構 文一"S+v+OIO"構 文一
,この章では,ま ず一般 に"S+V+0"構 文 と呼 ばれる ものは,厳 密 に
は,構 造の上 から二 つの レベルがあること,次 いで,特 殊 な"S+V+0"
構丈 とは どうい うもので あるか とい うこ と,こ の二点 に つ い て 考 察 し
たい.
52
さて,次 の二 文の構造 は同 じだ ろ うか.
Igavehimabook.(3)
Igavehimananswer.‐(4)
まず,(4)の文 章は,そ の意味 をほ とん ど変え るこ とな く,Ianswered
him.と言い換 えることができる.す なわち,
giveananswer≒answer;ldo十answeringl
とい う類 推関係 から,(4)の構造 は,単m詞answerの 心理構造 が幾
分変化 して 言語構造 に現 われ たものでは ない かとい う推論が な りたっ.一
方,(3)では,abookは,giveの 内含 す る10の 目的語の クラスから
特殊化 されてで きたExterna10bjectと解す ることがで きるため,i4)と
は明らかに異 った構造 を持っ.
これらのこ とから,動 詞の外部言語形 式には,少 くとも二 つの タイプ,す
0
なわち,「単一動詞形態 」 と「枠構造動詞形態」 とがあることが分 る.こ の
二 っの構造 を以 後区別す るために,(3)の如 き単 一動詞 を含む構文 を 「"S+
V+EO"構 文」,(4)の如 き枠構造動詞 を含む構文 を 「"S+v+OIO"」構文
(特殊 な"S+V+O"構 文)と 呼 ぶこ とにす る.こ こでOIOと は,外 に現
われ た10,す なわち,OuterInterna10bjectのことで,厳 密 には,相
関関係 のTerminusとしての 目的語 ではな く具体 的動作の表象,乃 至は,
そのvariantであ り,目 的語 の姿 を借 りた枠構造 動詞 の一部分,言 わば,
比喩的 な目的語 であ る.ま た,vと は,様 々に変化す る[dolのvariants
の総称であ る.こ の ように,い わゆ る"S+V+0"構 文は,動 作表現 を
相 関関係の 目的 語に したてた表現 レベルと,一 般 の 「もの」 の相 関関係 を
示 す表現 レベル との二つの レベルに区別 す るこ とができる.
さて,こ のよ うに して設定 され た"S+v+OIO"構 文 は,具 体的 には
どうい うものであろ うか.次 にこの点 を考 察 してみ たい.
まず,枠 構造 動詞 の構 造は,先 にモデル構造 として設定 した単一動詞 の
心理構造 と一致 す ると言 える.例 えば,次 の表現 などは,こ の関係 を裏づ
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げ る 良 い 例 で あ る.
hetriedtoswim,butcouldnotdoit.‐O.E.D.,s.v.,it.g.
こ の 文 に お い て,doitは 明 ら か にdoswimmingの 意 味 で あ る .つ
ま りこ れ は,swimの 心 理 構 造 が,ま ず,枠 構 造 動 詞 の 内 部 言 語 形 式 に移





る例は,そ う多 くはない.理 由は,こ うしたSemantemeの表現だと,
できるだけ 「もの」の表象として表現 しようとする英語の表現傾向に合わ





言語表現 に現 われる場合 は,先 にあげ たgiveの よ うに,未 分化 なdo
に,何 ら かの基本的動作 が加 わってできた 「基本的動作語」V1と なって
現 われ る場合 が大部分 だ と言え る.同 時 に,動 作 の表象で あるSeman-
temeの要 素 も,そ の まま表現 に現 われ るのではな くて,「もの」の表現 に
変化 して現 われる.こ れは,本 質的 には,「 ～す ること」 とい う動作の表
現 であ るこ とに変 りは ないのだが,英 語 の慣用上,で きる限 り全 ての表象
を 「もの」 として把 え表現 しよ うとする,一 つの比 喩的表現傾 向のあらわ
れだ と言 え る・ この変化に よって,外 に現 われ た10,す なわちOIOは ,
一つの まとま りの ある明確 な動作の表象 を もつこ とに なる゜
さて,[do[のvariantsの第一段 階であ る基本的 動 作 語v1は ,そ
　
の特徴として,方 向語 としての性格を持ち,具 体的動作内容を表わす
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OIOを 然 るべ き位置 に方向づけ る役割 を持 ってい る.代 表 的 なv1は ぞ
h。。,,m、k,,、i。,,・。k,⑨な どであ 翫 この うち,h・v・ と ・ak・は,
OIOを 主語 の側 に方 向づ け,叉,makeとgiveは ・OIOを 概 して主 語
の対 象の側に方 向づけ る.
I then begged to have  an interview. (H. Melville, 
Bartleby the Scrivener) / He made a gesture 
and laughed loudly. (E. Hemingway, A Farewell 
to Arms) / Emma gave a start. (J. Austen, 
Emma) / He turned his back and took a step 
or two towards his door,   (G. Greene, The 
Power and the Glory)
これらの例文 はいずれ も,こ の構文 の最 も簡単 な形 態 をなす ものであ っ
て,一 般 には,こ うした素朴 な形態 はむ しろ少 く,大 抵 の場合 は,OIO
に何 らかの修飾 語(AdnominalModifier略してAM)が 加わ って一
層複雑 に なってい るのが普 通で ある.
We had a long talk yesterday. (E. M. Forster, A 
Room with a View) / The one thing that made a 
profound impression on me was their sincere 
desire for peace. (Time) / But their discovery 
by a guiding theory has given an enormous 
boost to physics. (Time) / He spoke of the 
need to take a fresh view of the U. S. relations 
with recalcitrant  allies  :  (Time)
〕
では,こ うした修飾語 は,こ の構文 では どう役 割を果 してい るのだろ う
か.ま ず大切 な ことは,修 飾 されてい る要素がOIOで あ る点 であ る.形
態 的には 「もの」の表現 として表 わされてい るが,先 に も述 べ た通 り,これ
は本 質的 には動作の表 象 を表 わすSemantemeである.Semantemeを
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修 飾す る とい うことは,単 一動詞で言え ばその10・.す なわち,具 体 的動
作 の表 象 を修飾 することであ る.つ ま り,動 作の在 り方 を修飾 してい るこ
とにな る.言 い換 え ると,こ の構文のAMは,単 一 動詞 にお け る副詞




さて,こ の よ うな特色 を持つ この"S+v+OIO"構 文 は・機能の上 から
二つの 大 きな利点 を持 ってい る.そ の第 一は,動 作 の表象 であ るSeman‐
temeが 「もの」 の表現 の姿 を借 りて言 語表現に現われ ることに よって,
動作の瞬 間的 なaspect(相)を も表 わ し得 る表現 とな;た こ とであ る.
大部分のOIOが,不 定冠詞 を伴 ってい るの も・ これを裏づけ るもの と言
え る。⑩
第二 の利点 は,こ の構文 を用い ると,動 詞の副詞的修飾語 を形容詞的修
飾語 で表 現で き るとい う利点で ある.こ れは,英 語の名詞的表現傾 向とそ
の まま合致 す る もので あ り,叉,-1yの つ く副詞 をclumsyなもの だ と
　
して極力避ける一般的傾向とも反の合 うものである.又,単 一 動 詞 だと
　
-lyを持 った副 詞を二重 に重 ねなければ なら ない場合 や,副 詞 の位置 を
どこにす るか とい う問題 に も,こ の構丈 は,ご くスムーズな解決 を与え る
ことがで きる.
ア
以上,こ の章では,ま ず,従 来の"S+V+0"構 文 に構造上二つの レ
ベルを区別 し,次 いで,"S+v+OIO"構 文 とは どの よ うな ものであ るか
にっいて簡単に考察 して きた.し かし,ido[のvariantsは,基本 的
動作語の段階で とどまる ものでは ない.又,修 飾語 とOIOと の関係 につ
い て も細か く調べて みる必要があ る.そ こで,次 の章 からは,広 く"S+v
十〇IO"構文 全般 にわたって考察 してみ たい.
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III.潤色 された基本的動作語
前の章では,心 理構 造 が言語表現 に現 われ る際には,ldo[は,そ の
variatiOnの第一段階 と して,基 本 的動作語 をとるこ とを明らかに した.
この章では,そ の基本的動作語 が,更 に具体的 な動作 内容 を受 けい れ,特
殊化 され ることに よって,様 々に潤色 され てい く段階 を考察 してみ たい.
さて,基 本的 動作語 の段 階では,v1が 単に方向語 としての機 能 を持 ち,
一 方・OIOが 具体 的動作 内容 を示す とい うふ うに,V1とOIOと の機能








Fell Thirst and Famine scowl  ,/ A baleful smile. (T. Gray, 
Bard.) /he heaved a heavy sigh when he thought of en— 
countering the terrors of Dame Van Winkle. (W. Irving, 
Rip Van Winkle) /His wife and daughter sobbed a violent 
negative. (Poutsma) / Lopez Mateos gently prodded Joh— 
nson to device a speedy solution. (Time)
例 文 中,scow1,heave,sobは い つ れ もgiveの,deviceはmake
の そ れ ぞ れvariantsだ と 考 え ら れ る.す な わ ち,scow1は,abalefuI
smileの表 わ し方 を 特 殊 化 し,heaveは,aheavysighが 本 来 持 っ て
い る 独 特 の 表 情 を 示 し,又,sobは,aviolentnegativeが ど うい う態
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度 で示 さ れたかを具体 的に説 明 してい る.こ のこと か ら,(AM-)OIO
が持 っ表 象 の属性 の一部分がV1を 潤色 す る要素 となって心理的にV1に
作 用 し,そ の結果v2を 生 んだ と言 え る.つ ま り,こ の段 階は,OIOが
本 来 その 伝達 内容 として持 ってい る具体 的動作内容 が,一 部分動詞 側 と
overlapした状態 だと言 え る.尚,動 作 内容 が部分 的に しろoverlapさ
れ るとい うこ とは,v2とOIOと が同m作 を一部分重複 して表現 す る
ことで あ り,こ こに一般に 同族 目的 と言 われ る表現の原初的形態 が生 れ る
ので あ る.こ の段 階の 関係 を形式化 す ると次 のよ うにな る.
Vy
・+1・ ・+i(AM-)・IO








全部が動詞の側で表現 され,そ の結果,動詞 とOIOと に・枠構造動詞の
　
動作 内容 がほぼ完 全にoverlapする,い わゆる同族 目的 の段 階 〔v3〕が
生 じる.
The world's youngest monarch, Constantine will be tu-
tored in state craft by the foxy Papandreou, 76, whose 
Center Union coalition won a landslide victory over Kara-
malis' Conservatives last month. (Time) / Those of us 
who see what is happening from the inside believe we will 
soon reap a considerable harvest from our present efforts. 
 (Time).
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初 めの例 のwinは,have叉 はgetのvariantと考 えられ るが,た
だ 「手 に入 れ る」 とい う意味 では なく,「 勝 って手 に入 れ る」 とい う意 味
で あ る.従 ってvictoryの内容 のほ とんど全部が,動 詞の側 とoverlap
して い ると解釈で きる.reapとharvestとの間に も同 じことが言え る.
この 関係 を形式化す ると,
}
V3
・+}・ ・+1・1・ の ほ ぼ 全 部il+(AM-)・1・1+… …
lL-一 一一～ 」
IO
次 に,同 族 目的の表現 から,動 詞 とOIOと が同AG根 から生 じて い る
表現 を区別 して 〔V4〕.とす ると,〔V4〕 では,動 作 内容が完全に重複
して しまう.
Soams smiled a sneering smile. (J. Galsworthy, The 
 Forsyte Saga) / I wanted to live a large life. (G . Eliot, 
Daniel Delonda) / Sinuous and shimmering, dressed in 
green and gold, she danced a ritual dance. (Time)
尚,次 の諸 例 も,v4の 段 階に分類 でき る.
His friends were doing their best to make him president. 
/He tried his hardest to persuade them to buy. (Hosoe)
この段階を形式化すると
V¢
・+1・ ・刊 ・1・[1+AM-・1・+… …
一_」,
この よ うに,〔v3〕と 〔v4〕との別 をつけ るわけは,〔V¢〕 では,10と
OIOと の動作 内容が ぴった りと重複す るのに対 し,〔v3〕 では,10と
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OIOが ほぼ 同意義で も元来違 った語 根 に発 し,従 ってそれぞれい くらか,
・異 。た固有 の含み を持つた 臆 味範畴が ぴ・た りと重複 しない とい う点が
あ るか らで あ る.こ の点 から も,wi・ ・vi・…yの 類 の表現は普通 に用
いられて も,,mi1・a・mi1・の表現 は,・ ・mi1・にacertain・mileな
どの特殊 臆 味 を持たせ ない限 り,ほ とん ど用いられないわけが うかがえ
る..a,mil・に特殊 臆 嚇 なセナれば・ 単 な るt・ut・1・gy曝・て し　
まうからで あ る.,.
この よ うな考察 から,〔v3〕,〔v4〕 においては・動詞部分がOIOの
伝達 内容 をほぼ完全に,夂 は完全に表現 し得 るこ とから,二 要素間の機能
の分化は完 全 瞰 れ,そ の結果,OIOは 〔・・〕・ 〔・・〕の もの とは黷
の性格 を帯 び て くる.す なわち,OIOは,動 作の相対 的数値 であ るAM
を単に期待 す る形 式的 な名詞要素の役割 しか果 さない よ うになって くる.
さて,V1が 幾分潤色 されてV2の 段 階が生 れ る場合 を先 にみ牟が,そ
の駘 。1・が 「鯏 颱 誼 的盤 を帯びている際には・艶 され鋤
詞が その10の 中にOIOを す っぽ りと内含 す る場合 が生 じて くる・
One group of Western experts, pointing out that Rumania 
had carefully steered a neutral course in the Sino-Soviet 
feud, argued that  (Time) / Nellie spends a hysterical 
hour every evening getting him into his ensemble,  and••• 
(Time) / Moreover, the British now pay preferential pri-
ces for Southern Rhodesia's staple crop of  tobacco  ; (Time)
最初の例の ・teerは,t・kean・ut・a1・・urseのt・k・力躙 色 された
もので,steerは,そのIOの 中にcourseとい う要素 をすっぽ りと内含
してい ると言 え る.従 。て,こ の …t・xtで は・ …rseは 動作 の表象
として の本来の役割 が薄 れ,単 に相対的 な数値 を鮪 す る絶対聡 語の性
60
格 を得 てい る..次 め,priceとhourに つ いて も同 じことが言え る.こ
の段 階を 〔v5〕として区別 す ると,こ の段 階では,OIOは,動 詞の10
の中に絶対的 要素 として含 まれてい る も の で あ り,従 って,steera





従って,OIOの 本釆の機能が低下し,そ れと同時に,AMの 機能の重
さも変って くる点を考察 してきた.ここで,こ の章のまとめに入 りたい.
まず,枠構造動詞は,そ の本質的性質として単一動作を二つの要素から
なる枠構造 として表現することから,一般の同族 目的の全ての表現段階を
含む.も っと正確に言えば,同 族目的の表現形式とは,こ こに言 う"S+





一つの動作 を枠構造動詞で表現 しようとする欲求を持 ちながら
,他方で,












第四に,自動詞的,他動詞的 とい う観点から見れば,V1からV5へ の変
化は,動 詞の他動詞的性格から自動詞的性格への移行 を意味する.す なわ
ち,VLが 潤色されるにつれて動詞部分はOIOの 持 っている具体的動作
内容を次第に吸収 して,他 動詞的性格から自動詞的性格へと移行 し,v4
の段階に至って完全にOIOを 吸収 し尽して,何 らの目的語をも必要とし
ない動詞 となる.従 って,そ れと共に,AM-OIOは,そ の形式的目的
語 としての役割から,副詞的機能を持 った副詞的対格の性格へと変化して
い く.
第五に,AMの 必要度という観点からすれば2ま ず 〔v1〕と 〔VZ〕及
ノ
び 〔v3〕の一部においては,機 能の分化 からOIOの 側 に具体 的動作内容
を伝達 す る働 きが重 いので,AMが 必 ず必 要 とい うことはない.し か し,
contextに応 じてAMに 重い情報的役割 を与え ることもで きる.こ れに
対 して,〔v3〕 の一部,〔v4〕,の 段階で は,一 般 にAMが 必要 であ
る.そ れ は,OIOが 既 に動作内容伝達 とい う機能 をほ とん ど失 ったがた
め に,AMと の結合 とい う点 に唯一 の存在 理由を見 い出 してい る こ とか
ら明 らかで ある.こ の傾 向は 〔v5〕に著 しい.こ の段 階では,AMの
も
ためにOIOが 動詞部分 から引 き出 された感 さえある.こ の よ うに,こ の
"S十v十〇10"構文 において は,(〔v1〕,〔v2〕,〔v3〕の一部,で は不
要 の場合 もあ るが)一 般 に,AMを 予期す る体制 を整 えてい て,多 くの
場合AMが 不可欠 の役 割を果 してい ると言 える.
IV.OIOと そのAdnominalModifierとの関係




まず・ ここで言 うAdnominalModifier(AM)を規定 してお く必 要




He gave me a long, haggard look. (W. S. Maugham, The 
Book-Bag) 
She gave him a look of hatred.  (Id., The Back of Beyond) 
He gave her a look that had in it something pleased and 
humorously affectionate, as though   (Id.  , The Book-Bag)
第二の要素 は・OIOの 具 体的内容 を説明す る要素で,多 くは同 格 の
ofや接続詞 のthatで導かれ る.こ の要素 は,OIOのExterna10b_
jectと解 され ないこ とはないが,厳 密には,OIOの 在 り方 を修飾す る副
　
詞的な役割を持つものである.
I had a feeling that she was listening to me.  (W.  S. Maugham, 
The Book-Bag) 
He gave an impression of unstable hilarity, as if  (G. 
Greene, The Power and the Glory) 
I remember having a silly idea he might come to the hos-
pital where I  was (E. Hemingway, A Farewell to Arms)
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以上 の二 要素 をAdnominalModifierとして規定 し・AMと して略記
す る.た だ し,こ れ らの要素 と形態的 に まぎらわ しい,OIOのExternal
Objectは,はっき り区別 されね ばならない.
以上の規 定 を前置 きに して,次 に,こ のAMとOIOと は・ 機能の上
で どん な関係に あ るかを,総 合的 に考察 してみ たい.
一般的 に言 って,名 詞要素に形容詞的修飾語がつ くとい うことの 意 味
は,そ の形容詞的 修飾語が表 わ してい る属性 を一相対的数値 とす る絶対概
念 の幅 が,そ の名詞 要素 に与 えられた とい うこ とであ る.言 い換 える と,
その形容 詞的修飾 語 を一数循 とす る測度性measurabilityの幅が・ その
名詞要素 に与えられた ことを意味す る.例 えば,asoftvoiceとい う時,
voiceに与 えられたmeasurableな絶対概念 の幅 は,「 柔 かさ,硬 さ」
とい うこ とで あ り,それに相対的数値 を与 える とsoftだとい うのであ る.
さて,こ の相対 的数値 と 皿easurabilityの考え方を,AMとOIOと
の関係 に適用す る と,OIOにAMが つ くとい うこ とは・OIOの 表 わす
具体的動 作にAMの 属性が属す る絶対 的概念の幅が与 えられたこ と であ
り,そ の結果,AMが その数値 として働いてい るこ とを意味す る.す な
わち,AMはOIOにmeasurabilityの幅 を与 え,自 らその具体 的動作
を決定 す る数値 となって働 き,こ の枠構造動詞表現 を最終的に完成 さす役
割 を果 してい る.
ここで実例の検討 に入 ろ う.ま ず,AMが ない段階 従 ってOIOの
measurabilityの幅 も0で ある(OIO。).こ の段階では・ 動作の名詞
的表現か瞬間的 な表現 に主 なねらい がある.当 然 この段階には,〔v1〕,
〔V2〕,〔V3〕の一部分,し か含 まれ ない.
 Cvi) At this speech Miss Amelia only made a smile and
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     a  blush. (W. M. Thackeray, Vanity Fair) 
 1v2D Marius Lyndwood laughed an  answer. (Poutsma) 
 Cv3J He had won a victory over them. (E. M. Forster, 
     A Room with a View)
次いで・AMが つ く場合 だが,ま ず,AMを はず して読んで も丈全体
の意味が通 じる段階が ある.こ の段階のAMの 性質 は,OIOの 典型的
属性 とtautologica1なもので ある場合 が多 く,・従 って・ 具体 的な動作の
在 り方 まで数値 化で きないために,AM幽 が な くて も文意 が通 じるわけで
ある.こ の段階 には,〔V1〕,〔V2〕,〔V3〕 の一部,が 相当す る.
 CviJ Palomar's men decided to make a closer  examina-
     tion, (Time) 
 Cv2D He called his son on the phone one morning and 
     tried a jolly  joke, (Time) 
 Cv3J Curiosity and timidity fought a long battle in his 
 heart. (Hosoe)
この段 階(OIO1)で は,ま だmeasurabilityの幅 は広 くはないが,段
階が変 って,次 の如 き表 現に なると,OIOのmeasurabilityの幅が ぐっ
と広が ってい ることが分 る.
 Cv  ij He had a strangely puzzled look.  (W.  S.  Maugham, 
      The Back of Beyond) / You make a most unfair 
      and incorrect reference to us in your Feb. 21 story 
     on Beverly Hills. (Time) 
 1v2) Polish Director Roman Polanski maintains a sus— 
     penseful pace, putting  ( Time) / In Washington 
     the word is out that the companies must display a 
      more venturesome attitude before   (  Time)
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 Cv31 Death Grinned horrible a ghastly  smile. (Hosoe) 
 :v4J I sometimes dream  melancholy  dreams. (Poutsma) 
 CvsJ  'What is your answer, Bartleby?' said I, after 
      waiting a considerable time for a  reply.   
      (H. Melville, Bartleby the Scrivener)
ため しに,こ れらの表 現からAMを 抜 き取 って読 んでみる と,そ れぞ
れの文 章の肝心 の要点が ピンとこない こ とが分 る.つ まり,そ の程度 に ま
で,こ れらの文 章では,鹽OIOの 本来の伝達機能がぼや けて きてい る,言
い換 え ると,OIOのmeasurabilityの幅 が広 がってきて,絶 対概念語 の
性格 に近づいて いると言 える.こ の段 階をOIOの 測度 性の幅 が2の 段階
(OIO2)とす ると,AMの 機 能 は,こ の段 階において最 大 となり,そ の
結果,AMが 文全体 の伝 達内容 を最終的に決定す るとい うことになる.
ここで,こ の章の まとめに入 ろ う.
まず,第 一に,こ の構文 にお けるAMの 機 能の重 さは,お よそ三つの
段 階に分け ることがで きる.ま ず,AMの ない段階OIOo,次 いでAM
が な くて も文意の通 じる段階OIO1,更 に,AMが 必要 な段 階OIO2で
あ る.勿 論,こ の種の分類 にあ りがちなよ うに,お 互いの間 に厳 密 な
borderlineを引 くことは不可能で ある.,
第二 に,OIOの 測度 性の幅 の広 さは,そ ゐ ままAMの 機 能の重 さに
比例す る もので ある.す なわち,AMの 機 能が重 くなる と,OIO本 来
の機能 は薄れて絶対 概念語の性格 へ と近づ き,測 度 性の幅を次第 に拡 大す
る.こ の関係 を逆に言 うと,AMの 機能 の増大は,OIO本 釆 の機 能の
低下に比例 する(増 大に負の 関係で比例 する)と 言 え る.
第三 に,動 詞側 との 関連 におい てこのAMの 機能 を考えると,ま ず,
〔Vi〕,〔v2〕,〔v3〕の一 部分,の 段階 では,OIOが 本 来の機能を保
っているためにAMが 必ず しも必要 とい うことは な く,各 々の機能の重
ss
さは,contextにおけ る二要素の比重 関係 によって決 まる.従 って,こ
れ らめ段階では,各 々OIOo,OIO1,0102の 三つの段階が あ り得 ると
言 える.次 いで 〔v3〕の大部分 と 〔V¢〕,〔v5〕 で は,動 詞の側にOIO
の本来 の伝達 内容 がほぼ完全 に,叉 は完全 に移行 しているために,OIO
は新 たに動作 の相対的数値 を期 待す る形式的名詞要素 に変 化 し,そ の結
果,こ れ らの段階で は,AMを 必 ず必要 とし,常 にOIO2の 段階 であ る.
第四 に,以 上 のことから,こ の"S+v+OIO"構 文 は,理 論上,12の
機能的 に分類 された タイ プを持 つ と言 える.す なわち,動 詞側 は,v1か
らv5ま でのvariantsをとって変 化するが,他 方,そ れ に対応 してOIO
も三つの段階 に変化す る.し か し,variantsの各 々が この三つ の段 階 を
とるのではな く,既 に明 らかな通 り,〔V1〕,〔V2〕,〔V3〕 の一部,で
は各 々OIOoからOIO2まで,〔V3〕 の一部,〔V4〕,〔V5〕 では,
OIO2の段階のみが対 応す る.当 然 のこ とながら,こ れは あ くまで も典型
的 な タイ プの モデル的な組合ぜで あって,実 際の表現 では,い つれ の タイ
プに も当嵌めがたい中間的 なものが あ り得 ることはい うまで もない.
第五 に,こ の構文 にお けるAMの 機能 は,文 章全体 の伝達 内容 を最 終
的に決 定す ることである.す なわち,AMが 不可欠 の段 階がある こ と
は,少 くともその段階におい ては,AMは,文 章全 体の内容 を支配す る力
を持 ってい ると言 える.次 の文章 は,OIO2の 段階の もので あるが,こ の
文 章のAM(=x)がhatefulで あ るかsweetであ るかに よって,文
全 体の内容 が全 く逆の ものに なることから も,こ の ことは明ら かで ある.
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WhenIsawher,shegavemea(x)look,
尚・OIO1の 殺 階について も,程 度 こそ違 うが,同 じことが言 える.










的に決定する要素,す なわち修飾語(AM)を,必 要とあらばいつで も受
けいれる体制を整 えているといちことである.
結 論
私 が,小 論で述べ たかったことは,お よそ次の5っ の点 に要約 され る.
まず第一 は,い わゆる"S+V+0"構 文 には,意 味 ・機能の上 から二
つの異なった表現 レベルが あることであ る.そ の一つ は,一 般 の ・「もの」
の相関関係 を表現 した レベルで,動 詞形態 は,単 一動 詞 かグルー プ動詞 の
形態 を採 る.他 の一 つは,具 体的動作 内容 を 「もの」に見 たて,一 般の 「も
の」の相 関関係 と同 じよ うに扱 った表現 レベルで,厳 密に は枠構造 動詞 の
一部である ものを相関 関係のTerminusであ るかの よ うに表現 した,言
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わ峠比喩的 な"S+V+0"構文或いは特殊 な"S+V+0"構文 と呼 ぶ べ
きレベルである.前者の普通の レベルの表現を"S+V+EO"構文,後 者
の特殊な或いは比喩的な表現 レベルを"S+v+OIO"構文 と呼ぶ こ と に
する.
第二に,単m詞 と枠構造動詞との両方の構造に共通するモデル構造 と
して,単 一動詞の心理構造を便宜上設定する.この結果,枠 構造動詞 の原
初的形態は,単m詞 の心理構造に求めることができる.
〈モデル構造 〉









枠構 造動詞の内部言 語形 式
ldo十answering[
y
枠構 造動詞の外部言 語形 式
giveananswer
↑





をこれら二要素に重複 して表現するとい う現象が起る.これが,い わゆる
同族目的の表現である.だから,言 い方を換えると,同族目的表現とは,
この枠構造動詞表現の一部分の段階に対 して与えられた便宜上の名称にす




v,AM,OIOと い う三つの要素 を持 っている.こ の三 つ の 要 素 は,
context或い は修辞上,情 報上 などの理 由から,機 能 の上でお互い に;F
を及 ぼ し合い ながら一定の 関係 を保 って変化 する変 数Variablesだと言
え る.そ の原則的 関係 は,v1がOIOの もつ具体的動作 内容 を次第に吸
収 してv5ま で変化するにつれて,OIO本 来の機能は次第に失われ,その
結果,AMを 単 に受 け とめるだけの形式的名詞要素 へ と変化 してい く.
一方 ,こ れ と共 に,AMは 次第 にその機能 の重 さを増 して,〔v3〕 以上
ではほぼ 必須の要 素 となる.こ のAMとOIOと の関係 を,そ れだけに
限 って観 察 してみ ると,OIOにAMが つ くとい うこ とは,OIOにAM
を一相対 的数値 とする絶対 的概 念 の幅,つ ま りmeaSUrableな概念 の幅 が
与え られ たことで あ り,従 って,AMの 機 能が重 くなるとい うこ とは,
OIOのmeasurabilityの幅が それだけ広 まって,絶 対概念語的性格 をそ
れだけ強 めた ことを意 味 し,そ の結果,OIO本 釆の機能 をそれ だけ弱 め
たこ とに なる.
第 五に,OIOを 修飾 するAMは,OIOが 動作表現 の一部分 であ る
ところから,こ の構文 の副 詞的 修飾語 として機能す る.し か も,こ の構文
自体 が動作表現 である上 に,こ の構文 の最 も重要 な具 体的動作 内容 を修 飾
している ところか ら,AMは,文 章全体の内容 を最終的 に決定づ ける力







まず,(1)の文 章は,こ れ まで述 べて きた"S+v+OIO"構 文であ って,
haveとtimeと'がspendの意 味の枠構 造動詞を形成 してい る.そ して,
timeは,一 定の幅 を持 った特定 の 「時」 とい う絶対絶念語 として働 き,
その相対的数値 としてgoodと い うAMを 受けいれてい る.言 うまで も
な く,goodが なけれ ばこの表現 は意味 をなさないために,OIO2の 段
階であ り,そ の支配的 な役割 は,こ の語 をbitterで言い換 える時,容 易
に証明 され る.従 って,(1)の文 章は,S+v1+AM-OIOZを その骨格 構
造 とす る.
次いで,(2)の文 章では,haveとhouseで は枠構 造はな し得ず,従 っ
てagoodhouseは,haveの10に 含 まれる目的語 の クラスから,.選
択 され特殊 化されたExternalObjectであ ると言え る.従 って,(2)の文
章 は,S+V+EOの 骨格 構造 を もつ.
一一 一く》◆一
註
① 絶 対値 符 号 日 に 入れ られ た 要 素 は,心 理 構 造 に お け る要 素 を意 味 す る.
② 自動詞,他 動 詞 と い う呼 び方 を しな い理 由は,ま ず,英 語 の 動 詞 の 大半 は,自 他
い つ れ の表 現 角 度 か ら も把 え られ 得 る動作 に 対 して 名付 け られ た もの で あ り,そ
の 結果,自 他 の 区 別 は単 に表 現 角 度 の差 異 にす ぎ な い場 合 が 多い とい うこ と.第
二 に,"S-}-v-+-OIO"構文 にお い ては,自,他 の 区別 は適 用 しが たい とい うこ
とな ど で あ る.(細 江 逸記 著 「精 説 英 文法 汎 論(第5版)」 第5章,44.参 照)
③Mod.E.で は,DirectObjectは全 てAccusativeObjectと考 え られ る.(英
文 法 シ リー ズ:「 格 と人 称 」,P.82)が,ME以 前 に与 格 ・属 格 又 は それ に
類 似 す る もの で あ って,今 で はAccusativeObjectと区別 が つ か な い もの(細
江 博 士 の 上記 著書43・(3)に分 類 され る もの)は,小 論 で はで き る限 りDirect
Objectから排 除 す る.
④SmithCollegeのMurrayKiteleyなどの 用 い てい るlnternalAccusatiroeは,
外 部言 語 形式 の 段 階 の もの で あ っ て,小 論 で は,特 殊 な"S+V+O"構 文のblO
に 相 当す る もの で あ る.(M.Kiteley,TheGrammars()f`Believe'-The
JournalofPhilosophy,1964.,P.257)又,ドイ ツ語 の 文 法 で い うInneres
!
nObjektは,EinenherrlichenTraumhabeichgetraumt.など の 同族 目的
表 現 に つ い て の み い った もの で あ る.
⑤ 単 一 動 詞+名 詞 で一 つ の動 作 概 念 を形 成 す る場 合 は,名 詞 が 修飾 語 を受 け い れ る
こ と が で きる の で枠 構 造 と考 え,「 枠 構 造 動 詞 」(FrameFormVerb)と 呼
ぶ.e.g.giveasweetsmile.これ に 対 し て,単 一 動 詞 が副 詞 や前 置 詞 と結
合 し て 新 しい動 作概 念 を作 る場 合 は,「 グル ープ動 詞 」(GroupFormVerb)
と し て 区 別 す る.
⑥Deutschbeinは,こ の種 の動 詞 を 「補 助動 詞 」 と呼 ん でい る(英 語 学 ラ イ ブ
ラ リー24,「名 詞 構 文 と英 語 」,P.38).又,Poutsmaは,漠 然 と した 意 味
を持 つ 動 詞(averbwithavague皿eaning)だと し て,`aconnective'と
い う呼 び方 を し てい る.尚,心 理構 造 のldoト は,実 際 の言 語 表 現 に 現 われ る
場 合 は,さ ま ざ まなvariantsをと る.v1は そ の第 一 段 階 の 意.
Q7Cf,H.Pousma,AGrammarofLateModernEnglish,Partll,Sec-
tionII,ChapterXIL,20.,P.27)0.E.D.,s,v.-ing,1,a.
⑧ 英 語 学 ラ イブ ラ リー19,「 シン タ ク スの原 理 と根 本 問題 」,P,64.参 照.
⑨doはv1よ り一 つ 上 の 原初 的段 階 と して 区別 す る.
●Cf,0.E.D,,s.v.-ing,1;a.
⑪ 英 語 学 ラ イ ブ ラ リー24,「 名詞 構 文 と英 語 」,VII,XII,及び 且.Poutsma,
op.CZL.,ChapterLIV,9.(d).,P.396.を参照.
⑫ 例 え ば,Hethinksentirelyprogressively.これ を"S+v+OIO"構 文 で表
現す る と,Hehasanentirelyprogressivethought.とで も言 え る.
⑬ αは 方 向 を示 す 基 本 的 動 作 の こ と.()は 必 ず し もい つ も現わ れ る とは 限 ら な
い こ とを意 味 す る.こ の構 文 は 動 作表 現 の構 文 で あ るの でSpecifiedxは,比
喩 的 な 「もの」 の表 現,す な わ ち,OIOで あ る.〔v2〕 以 下 では 省 略す る。
⑭v3は,v3の 段階 のvariant(動詞)だ け を示 す が,〔v3〕 はv3を 含 む段
階 全体 を 意味 す る.
⑮ 例 えば,あ と の例 は,Hetriedhishardesttrialtopersuadethemto
buy.の 省 略 形 と 考 え られ 得 る.
⑯LordAngelODukes髭well.‐MeasureforM.,III.ii.100.の露 は,
こ の重 複 表 現 を避 け る ため に 用 い られ た と も解 され る。 このZtをL.Kellner
(HistoricalOutlinesofEnglishSyntax,§283.,P.176)や細江 博 士
(「精 説英 文 法 汎 論 」第5章44.)そ の 他 の学 者 な どは,mの 同族 目的 と解 し
て い るが,Jespersen(M.E.G.VI.§6.87,VII.§4.610)は
"EmptyObject"或い はUnspecified`it'と呼 ん で い る.筆 者 の 考 え 方 か らす
.れば,こ の種 の 表 現 は,少 くと も臨 時 動 詞 とし て 用い られ た もの は,同 族 目的 と
解 したい.す なわ ち,doDuke,doawalk,な ど は 枠 構造 動 詞 と見 な し得 る
ので,DukeやwalkはOIOと 解 し得 る.今,こ のOIOが,動 詞 部 分 で特 殊
化 され る 場合 を 考 え る と,DukeDuke,walkawalkと い うtautological
な表 現 が 心理 的 に 考 え られ 得 る.こ の場 合,重 複 され るOIOのDukeは,す
で に動 詞 部 分 のDukeに よ って,そ の 具 体 的 動 作 内容 を表 現 され てい るた め,
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い わ ば 不 要 で あ る ・ そ こ でOIOは 代 名 詞 で 表 現 さ れ てDukeit,walkitと い
う 表 現 が 生 れ る と 考 え ら れ る の で あ る.
⑰ 「色,大 き さ,重 さ 」 な ど の 類 の 概 念 を表 わ す 語 の こ と.こ れ に 対 し て 「赤,白,
黄 」 な ど は,「 色 」 に 対 す る 相 対 的 概 念 で あ る.
⑱ 例 え ば,lhadafeelingthatshe初 α∫listeningtome,では,she-is-lis-
tening-to-me+ishlyのよ うにhadafeelingす る の で あ っ て,イ タ リ ッ ク 体
の 部 分 は 動 詞 の 対 象 物 で は な い.hadafeelingの 対 象 物 は"her"と 考 え る
べ き で あ る.(cf.M.Kiterey,op.CZL,,P.258.)
⑲ 次 の2例 は い つ れ も他 動 詞 の 例 で あ る.こ の 場 合 は,doitのitは 当 然Spe-
cifiedxを 含 ん で い る.例 え ば,最 初 の 例 の2tは,killinghimselfを 指 し
て い る,
`Whatdidhewanttokillhimselffor?'
`HowshouldIknow?'`Howdidhedoit?'
`Hehunghimselfwitharope .'(E.
Hemingway,ACIeanWell-lightedPaloce)/
`Thanksallthesame.Iwon'tbotheryou.
1'llhopdowntheroad.'`No,no.'shesaid.
`Ohjno
.Don'tdothat.It'salongway.
Don'tdothat.'(H.E.Bates,NightRunto
theWest)
尚,この小論は1967年大阪大学に提出した修士論文を圧縮したものである.又,
日本英文学会第39回大会に行った同題 目の研究発表は,こ の小論を発展さしたも
のである.
